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【 １１／７～１１ 】  聖歌 プリント「若い心をひろげよう」 

ルカによる福音書 ２０・34－38（27－38） 

 イエスは言われた。「この世の子らはめとったり嫁いだりするが、次の世に入って死者の中から

復活するのにふさわしいとされた人々は、めとることも嫁ぐこともない。この人たちは、もはや

死ぬことがない。天使に等しい者であり、復活にあずかる者として、神の子だからである。死者

が復活することは、モーセも『柴』の箇所で、主をアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神と

呼んで、示している。神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神なのだ。すべての人は、神

によって生きているからである。」 

 

【 １１／１４～１８ 】  聖歌 ６５４番「もろびとこぞりて」（１） 

ルカによる福音書 ２１・16－19（5－19） 

 あなたがたは親、兄弟、親族、友人にまで裏切られる。中には殺される者もいる。また、わた

しの名のために、あなたがたはすべての人に憎まれる。しかし、あなたがたの髪の毛の一本も決

してなくならない。忍耐によって、あなたがたは命をかち取りなさい。」 

 

【 １１／２１～２５ 】  聖歌 ６５４番「もろびとこぞりて」（２） 

ルカによる福音書 ２３・39－43（35－43） 

 十字架にかけられていた犯罪人の一人が、イエスをののしった。「お前はメシアではないか。自

分自身と我々を救ってみろ。」すると、もう一人の方がたしなめた。「お前は神をも恐れないのか、

同じ刑罰を受けているのに。我々は、自分のやったことの報いを受けているのだから、当然だ。

しかし、この方は何も悪いことをしていない。」そして、「イエスよ、あなたの御国においでにな

るときには、わたしを思い出してください」と言った。するとイエスは、「はっきり言っておくが、

あなたは今日わたしと一緒に楽園にいる」と言われた。 

 

【 １１／２８～１２／２ 】  聖歌 ６５３番「まきびと」（１） 

マタイによる福音書 ２４・42－44（37－44） 

 だから、目を覚ましていなさい。いつの日、自分の主が帰って来られるのか、あなたがたには

分からないからである。このことをわきまえていなさい。家の主人は、泥棒が夜のいつごろやっ

て来るかを知っていたら、目を覚ましていて、みすみす自分の家に押し入らせはしないだろう。

だから、あなたがたも用意していなさい。人の子は思いがけない時に来るからである。」 

 

【 １２／５～９ 】  聖歌 ６５３番「まきびと」（２） 

マタイによる福音書 ３・1－2，11－12（1－12） 

 そのころ、洗礼者ヨハネが現れて、ユダヤの荒れ野で宣べ伝え、「悔い改めよ。天の国は近づい

た」と言った。…「わたしは、悔い改めに導くために、あなたたちに水で洗礼（バプテスマ）を

授けているが、わたしの後から来る方は、わたしよりも優れておられる。わたしは、その履物を

お脱がせする値打ちもない。その方は、聖霊と火であなたたちに洗礼（バプテスマ）をお授けに

なる。そして、手に箕を持って、脱穀場を隅々まできれいにし、麦を集めて倉に入れ、殻を消え

ることのない火で焼き払われる。」 

 



 

 

 

【 １２／１２～１６ 】  聖歌 ６０７番「しずけき」（１） 

マタイによる福音書 １１・2－6（2－11） 

 ヨハネは牢の中で、キリストのなさったことを聞いた。そこで、自分の弟子たちを送って、尋

ねさせた。「来るべき方は、あなたでしょうか。それとも、ほかの方を待たねばなりませんか。」

イエスはお答えになった。「行って、見聞きしていることをヨハネに伝えなさい。目の見えない人

は見え、足の不自由な人は歩き、らい病を患っている人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こえ、

死者は生き返り、貧しい人は福音を告げ知らされている。わたしにつまずかない人は幸いである。」 

 

【 １２／１９～２０ 】  聖歌 ６０７番「しずけき」（２） 

マタイによる福音書 １・18－24（18－24） 

 イエス・キリストの誕生の次第は次のようであった。母マリアはヨセフと婚約していたが、二

人が一緒になる前に、聖霊によって身ごもっていることが明らかになった。夫ヨセフは正しい人

であったので、マリアのことを表ざたにするのを望まず、ひそかに縁を切ろうと決心した。この

ように考えていると、主の天使が夢に現れて言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを迎え

入れなさい。マリアの胎の子は聖霊によって宿ったのである。マリアは男の子を産む。その子を

イエスと名付けなさい。この子は自分の民を罪から救うからである。」このすべてのことが起こっ

たのは、主が預言者を通して言われていたことが実現するためであった。「見よ、おとめが身ごも

って男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。」この名は、「神は我々と共におられる」

という意味である。ヨセフは眠りから覚めると、主の天使が命じたとおり、妻を迎え入れ、男の

子が生まれるまでマリアと関係することはなかった。そして、その子をイエスと名付けた。 

 

  


